
プロジェクトの概要

SDGs未来都市である鎌倉市は「ゼロウェイストかまくら」
を目指し、人口20万人規模の「中都市」に適した、ごみ減
量や資源化の試みを推進してきた。本プロジェクトでは、
資源化のさらに先に、地域で回収した各種資源に高価値を
付与し、新たな活用先を連続的に創出する「共生アップサ
イクル」を推進する。さらに、参加する市民が相互にリス
ペクトで繋がりあうことで、「消費者」ではなく「循環
者」としての新たな充実感やウェルビーイングを獲得でき
る社会経済モデルを確立する。鎌倉市で開発・運用・洗練
した科学技術基盤と評価指標、社会制度を、最終的には日
本国内・世界各地へ展開し、国際的な資源循環都市ネット
ワークを先導する。

拠点名称：リスペクトでつながる「共生アップサイクル社会」共創拠点
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共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）【地域共創分野】

ターゲット1【行政】
資源循環DXを通じた

他地域・海外連携

ターゲット2【市民】
「消費者から循環者へ」
市民/購買者意識の変容

ターゲット3【産業】
アップサイクル新産業創成

循環実験区を実現

ビジョン：「循環者」になるまちー社会でまわす、地球にかえす、未来へのこす―

研究開発課題1
（情報学)

超多数・超稠
密な連続情報
基盤

研究開発課題2
(触媒化学)

ファインケミ
ストリーを核
とした階層的
アップサイク
ルの実現

研究開発課題3
(微生物学)

プラスチック
分解機能を有す
る微生物の探索
と利用

研究開発課題4
(感性科学) 

アップサイクル
製品の文化的・
感性的な設計・
評価手法の開発

研究開発課題5 
(社会経済学) 

「リスペクト
経済」の価値
指標開発

総合知「循環創造学」を創生し、研究から産業化までをつなげた拠点を形成


